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河
口
堰
が
な
く
と
も
供
給
可
能

弁
護
士
在
間
正
史

■

■

■

β

Ｆ

Ｆ

α

３
月
末

に
は
、

長

良
川
河

口
堰

の
二
重

年
は
、

水
害
の
多
い
年
で
し
た
。

洪
水
が
収
ま

り
か
け
た
頃
に
上
流
の
ダ
ム
か
ら
の
再
放
流
が

始
ま
り
、

平
埜
房
に
な

っ
た
川
も
あ
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
は
２
０
０
２
年

の
水
書

で
、

治
水
に
よ
か
れ
と
思

っ
て
造
っ
て
き
た
植
道
物

（ダ
ム
や
堤
防
）
が
か
え
っ
て

水
害
を
ひ
き
お
こ
し
て
き
た
と
反
省
し
、

遊
水
地
化
を
よ

り
進
め
ま
し
た
。

日
本
に
も
、
″洪

か

を
平
雀
戸
に
し
な

い
知
恵
が
、

今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私

た
ち
″長

良
川
″が
毎
年
続
け
て
き
た
国
際
会
議
が
、

近
年

の

「欧
米
の
治
水
思
想
の
変
革
」
を
日
本
中
に
広
め
、

我

が
国
の
世
論
を

「脱
ダ
ム
」
に
向
か
わ
せ
ま
し
た
が
、

私

た
ち
は
ま
だ
、

長
良
川
を
救
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

知
事
を
説
得
し
よ
う
と
動
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
「

社
民
党
も
賛
同
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
粕
谷
さ
ん
は
、

河
口
堰
運
用
の
前
提
と
さ
れ
て
い

た

「被
書
は
ま
駈
舛
」
が
ウ
ソ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

在
間
さ
ん
は
、

東
海
地
方
の

「水
需
要
」
が

な

か

っ
た
だ

け

で
な
く
、

関
係
自

治
体
が
水

に
よ

る

財
政
負
担

に
あ
え

い
で
い
る

こ
と
を
教

え

て
く
れ

て

い
ま
す
。

「河

回
堰
」
が

「
い
ら
な
か

っ
た
」

こ
と
は

明

ら
か

で
す
。　

一
日
も
早
く
河

口
堰

の
ゲ

ー
ト
を
開

け

て
、

″母
な
る
長
良
川
″
を
と
り
も
ど

し
ま
し
よ
う
。

１

月

１７

日

に
準

備

し

て

い
る

「
長

良

川
救

済

の

た

め
の
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
」

に
は
、

オ

ラ

ン
グ
政
府

の

陸

水
管

理
お
よ
び

下
水
処
理
研
究
所

の
Ｈ

ｕ
ｇ
Ｏ

・

Ｃ

ｏ
ｏ
ｐ
ｓ
博
士
が
来

日
し

て
、

オ

ラ

ン
グ

の
八
―

リ

ン
グ

フ
リ
ー
ト
河
口
堰
が

な
ぜ
あ
け

ら
れ

る
に
至

っ
た
か
を
話

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

平
日

で
す
が
、

長
良
川
を
心
配

す
る
多

く

の
皆
さ
ん

が
参
加

し

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
要
請
致
し
ま
す
。

双

お
う
長
良
川

！
」

供
給
能
力
は
開
発
水
量
の
４
４
％
し
か
な
い
と
し
て
、

同

年
度
の
供
給
率
に
よ
れ
ば
、

北
中
勢
水
道
用
水
供
給
事
業

の
供
給
可
能
■
は
、

河
口
堰
を
除
く
木
曽
川
結
合
用
水
等

で
１
５
３
，

７
８
６
．ｍ

／
日
、

河
口
堰
で
４
７
，

２
６
７

点
／
日
と
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
需
要
想
定
は
、

数
値
操
作
に
よ
る
も
の
で
、

横
ば

い
傾
向
の
実
績
か
ら
離
れ
た
過
大
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ

で
も
、

平
均
水
工
は
も
ち
ろ
ん
、

最
大
水
量
で
も
、

河
口

堰
を
除
い
た
開
発
水
量
が
約
２
０
万
．ｍ

／
日
も
供
給
過
剰

状
態
で
あ
る
。

日
常
的
に
供
給
過
剰
で
あ
り
、
１
９
８
７

年
度
の
供
給
可
能
工
の
と
き
、

最
大
需
要
に
お
い
て
河
口

堰
が
必
要
と
な
る
。

木
首
川
経
含
用
水
【彗
Ｅ
ダ
ム
〕
の

河
本
田
の
供
ね
可
健
性

１
９
８
７
年
度
の
河
川
流
況
で
も
供
給
必
要
工
が
取
水

で
き
る
な
ら
ば
、

需
給
想
定
調
査
結
果
に
よ
っ
て
も
、

河

口
堰
は
不
要
と
な
る
。

岩
屋
ダ
ム
の
開
発
水
■
は
都
市
用
水
３
９
「
５
６

甫

／

ｓ
で
あ

る
が
、

そ

の
う

ち
主

要
な

も

の

で

も
、
１
３
・６
５
．ｍ

／

ｓ
が
需
要
が
な
く
不
利
用
で
あ

る
。

愛
知
県
の
工
業
用
水
２
・５
２
．ｍ

／
ｓ
を
河
口
堰
建

設
前
と
同
様
に
水
道
用
水
に
転
用
す
る
と
し
て
も
、

合
計

１
１
・１
３
，ｍ

／
ｓ
は
不
利
用
で
あ
る
。

木
曽
川
大
堰

（馬
飼
）
地
点
で
設
定
さ
れ
て
い
る
新
規

水
利
権
の
河
川
自
流
取
水
制
限
流
量
が
５
０
，ｍ

／
ｓ
と
大

き
い
。

こ
れ
が
渇
水
時
に
ダ
ム
貯
水
を
減
少
さ
せ
る
原
因

で
あ
る
。

そ
こ
で
、

岩
屋
ダ
ム
の
貯
水
量
が
低
下
し
た
と

き
、

こ
れ
を
渇
水
調
整
と
し
て
削
減
緩
和
す
る
と
、

木
曽

川
総
合
用
水
の
河
川
自
流
取
水
量
が
大
き
く
増
え
、

北
中

勢
水
道
用
水
供
給
事
業
の
必
要
水
二
の
取
水
が
可
能
と
な

る
。そ

の
結
果
、

北
中
勢
地
域
の
水
道
用
水
は
、

河
口
堰
を

除
い
た
供
給
で
最
大
需
要
量
を
も
上
回
り
、

河
口
堰
は
必

要
が
な
く
な
る
。

Ｅ
■
県
は
河
口
電
Ｏ
Ｅ
用
負
担
に
あ
え
い
て
い
る

二
重
県
知
事
事
務
引
継
書
で
は
、

河
口
堰
の
費
用
負

担
は
、

水
道
用
水
で
約
１
０
３
億
円
、

工
業
用
水
で
約

２
４
２
億
円
、

合
計
で
約
３
４
５
億
円
あ
り
、

需
要
が
な

く
て
、

そ
の
回
収
が
で
き
な
い
こ
と
に
困
り
果
て
て
い
る
。

二
重
県
の
水
利
権
の
更
新
を
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

こ
の

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
う
。

水
利
権
切
れ
を
生
か
し
て
、

禁
繋

敵
諮
誇
毒努
劾
評
摯
　

一串中ご

を
中
心

に
、

二
重

県

三
童
県
光
ヤ
勢
地
域
の
水
道
用
水

〓
１
９
９
３
年
に
改
定
さ
れ
た
木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発

基
本
計
画

（フ
ル
プ
ラ
ン
）
は
、

目
標
年
次
を
２
０
０
０

年
と
し
て
、

三
重
瞑
で
は
水
道
用
水
の
供
給
地
域
を
北
勢

地
域
に
加
え
て
中
勢
地
域
に
拡
大
し
た
。

北
中
勢
地
域
の

市
町
村
の
水
道
用
水
の
水
源
は
、

①
自
己
水
源
と
②
北
中

勢
水
道
用
水
供
給
事
業

（三
十墓
県
企
業
庁
）
か
ら
の
契
約

受
水
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

北
中
勢
水
道
用
水
供
給
事
業
は
、

北
勢
系

（計
画

１
７
８
，

９
０
０
Ｂｍ

／
日
、

需
要
が
な
い
た
め
河
回
堰
に

よ
る
拡
張
を
休
止
し
現
在
能
カ
ー
３
７
，

７
０
０
Ｂｍ

／
日
）

と
中
勢
系

（計
画
１
６
５
．

０
０
０
Ｂｍ

／
日
、

北
勢
系
と

同
様
に
現
在
能
カ
１
４
０
．

２
１
６
．ｍ

／
日
）
に
分
か
れ

て
い
る
が
、

水
源
は
、

本
曽
川
総
合
用
水

（岩
屋
ダ
ム
）

―
・Ｏ
Ｏ
．ｍ

／
ｓ
、

三
重
用
水
０
・６
７
．ｍ

／
ｓ
、

雲
出
川

（君
ヶ
野
ダ
ム
）
１
・０
１
９
．ｍ

／
ｓ
の
合
計
２
・６
８
９

．ｍ
／
ｓ

（開
発
水
■
２
３
２
．

１
０
０
．ｍ

／
日
）
で
、

あ

と
は
未
利
用
を
含
め
て
河
回
堰
２
・８
４
Ｂｍ

／
ｓ

（開
発

水
■
２
４
５
，

３
７
６
．ｍ

／
日
）
で
あ
る
。

２
０
０
４
年
フ
ル
プ
ラ
ン
に
お
け
る

↓一頭

畳

２
０
０
４
年
フ
ル
プ
ラ
ン
改
定
の
た
め
に
三
重
県

は
、

２
０
１
５
年

（平
成
２
７
年
）
を
目
標
年
次
と
す
る

需
給
想
定
調
査
を
行
っ
た
。

北
中
勢
地
域
の
水
道
用
水
は
、

取
水
エ
ベ
ー
ス
で
、

需
要
が
最
大
６
６
０
〕７
９
１
．ｍ

／

日

（２
０
０
０
年
実
績
６
０
３
．

９
９
８
３ｍ

／
日
）、
平

均
５
１
５
・２
６
０
．ｍ

／
日

（２
０
０
０
年
実
績
４
６
７
，

６
３
０
，ｍ

／
日
）、
供
給
は
、

自
己
水
源
が
４
５
９
．

７
３
８
．ｍ

／
日
、

北
中
勢
水
道
用
水
供
給
事
業
で
は
、

河

口
堰
を
除
く
木
曽
川
総
合
用
水
等
で
２
３
２
．

１
０
０
，ｍ

／
日
、

河
口
堰
で
６
３
，

０
２
３
．ｍ

／
日
と
想
定
し
て
い

る
。

し
か
し
、

供
給
は
、

最
近
の
２
０
年
間
の
２
番
目
の

渇
水
の
１
９
８
７
年
度

（昭
和
６２
年
度
）
で
は
、

各
ダ

ム
の
供
給
能
力
が
低
下
し
て
お
り
、

特
に
、

岩
屋
ダ
ム
の
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オ
ラ
ン
ダ
は
な
ぜ
ハ
ト
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト

河
口
堰
を
開
放
す
る
の
か

ス

タ

ン

・
カ

ー

ク

ホ

フ

ス

分

↓ラ
ン
ダ
公
基

翼

及
び
水
管
理
省
ハ
ー
リ
ン
グ
フ
リ
‥
卜
地
方
統
括
部
母

―
リ

ン
グ

フ
リ
ー
ト

は
ラ
イ

ン
川

の
唯

一
の
河
口
だ
。

だ
か
ら
そ
の
河
口
堰
を
開

け
る

こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

こ
の
河

ロ

堰

の
代
替
的
管
理
に
関
す
る
財
政
的
側
面
や
、

実

施
計
画
な
ど

に

つ
い
て
お
話

し
し
た

い
と
思
う
。

オ
ラ
ン
グ
の
国
土
は
ラ
イ
ン
川
、

マ
ー
ス
川
、

シ
ェ

ル
ト
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
。

総
面
積
は
４
万
平

方
キ
回
で
、

約
５。
％
が
海
面
よ
り
低

い
。

ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、

Ａ
Ｉ
グ
と
い
っ
た
都
市
の

何
百
万
も
の
人
々
が
海
面
下
で
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
。

Ａ
Ｉ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
湾
や
、

ホ
ラ
ン
ズ

・
デ
イ
ー
ブ

湾
、

ビ
ー
ズ
ボ
ス
湿
地
は
大
規
模
な
河
回
の

一
部
で
、

河

回
堰
が
完
成
す
る
前
は
日
に
２
回
海
水
が
河
回
へ
流
入

し
、

千
満
時
の
水
位
の
差
は
沿
岸
で
１

・
８
ｍ
、

ビ
ー

ズ
ボ
ス
で
は
最
高
２

・
２５
ｍ
も
あ
つ
た
。

川
の
流
工
の

多
い
時
に
は
淡
水
と
塩
水
の
混
ざ
り
合
う
範
囲
は
西
に
延

び
、

逆
に
流
工
の
少
な
い
時
に
は
東
へ
延
び
て
い
た
。

平

常
時
は
八
―
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
湾
は
汽
水
域
で
、

魚
は

自
由
に
そ
の
辺
り
を
行
き
来
し
て
い
た
。

ま
た
八
―
リ

ン
グ
フ
リ
ー
ト
湾
や
ピ
ー
ズ
ボ
ス
湿
地
に
は
、

潮
の
干

滴
に
よ
り
作
ら
れ
た
広
大
な
千
潟
や
砂
州
が
存
在
し
た
。

１
９
５
３
年
に
オ
ラ
ン
ダ
南
西
部
は
大
規
模
な
水
書

に
見
舞
わ
れ
、
１
８
０
０
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

こ
の
よ

う
な
災
害
を
再
発
さ
せ
な
い
た
め
に
、

政
府
は
１
９
５
８

年
に
デ
ル
タ
法
を
制
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
八
―

リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
は
１
９
７
０
年
に
締
め
切
ら
れ
た
。

八
―
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
河
回
堰
の
幅
は
約
３
キ
回
、

ダ
ム
の
部
分
が
約
２
キ
ロ
で
、

そ
こ
に
約
―
キ
回
の
水

門
が
延
び
て
い
る
。

治
水
対
策
の
ほ
か
農
耕
用
や
飲
料
用

の
水
資
源
確
保
を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

水

門
は
干
潮
時
に
の
み
開
放
さ
れ
、

海
水
の
湾
内
へ
の
流
入

を
防
い
で
い
る
。

晋
段
は
ラ
イ
ン
川
の
水
は
八
―
リ
ン
グ

フ
リ
ー
ト
と
ニ
ュ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
ウ
ェ
イ

（新
水
路
）
を

通
っ
て
海
に
流
れ
る
。

マ
ー
ス
川
の
水
も
同
様
だ
。

増
水

時
に
は
水
門
か
ら
排
水
を
行
う
が
、

川
の
流
工
が
少
な
い

時
に
は
河
回
堰
は
閉
じ
ら
れ
た
ま
ま
と
な
り
、

水
は
す
べ

て
ニ
ュ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
ウ
ェ
イ
を
通
っ
て
海
に
流
れ
る
。

１
９
７
０
年
に
八
―
リ

ン
グ
フ
リ
ー
ト
を
締
め
切
っ

た
こ
と
に
よ
り
経
済
的
な
思
恵
は
受
け
た
も
の
の
、

次

第
に
自
然
や
環
境
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
客
が
出
て
き

た
。

例
え
ば
干
潮

・
満
潮
の
差
は
２
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ

た
の
に
、

わ
ず
か
３。
セ
ン
テ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

潮

が
少
し
ず
つ
淡
水
に
混
ざ
る
こ
と
は
河
回
の
重
要
な
特

色
だ
が
そ
れ
が
失
わ
れ
、

サ
ケ
や
海
マ
ス
の
よ
う
な
魚

の
湖
上
も
遠
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

土
手
の
浸
食
が
進
ん

で
何
百
ヘ
ク
タ
ー

ル
も
の
芦
原
を
失
い
、

ま
た
木
の
根
を

む
き
出
し
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ピ
ー
ズ
ボ
ス
、

ホ
ラ

ン
ズ

・
デ
ィ
ー
プ
湾
で
は
何
百
万
ト
ン
も
の
推
積
物

（
ヘ

ド
回
）
に
よ
る
汚
染
が
発
生
し
た
。
１
９
７
０
年
代
に
は

ラ
イ
ン
川
は
汚
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
閉
め
き
っ
た
場
合
の

科
学
的
危
険
性
を
政
府
は
計
算
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
こ
で
八
―
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
河
国
堰
の
代
替
案
を
検

討
す
る
た
め
に
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

連

営
法
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、

経
済
面
や
利
水
面
で
の
メ

リ
ツ
ト
を
失
わ
ず
に
汽
水
域
を
再
生
で
き
る
か
ど
う
か
。

も
ち
る
ん
治
水
面
を
最
重
視
し
て
、

高
波
の
恐
れ
の
あ

る
時
に
は
河
口
堰
は
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
管
理
方
法
に
、

号
／
ロ
ー
ク
ン
タ
イ
ド
」
、
「
ヨ

ン
ト
ロ
ー
ル
タ
イ
ド
」、
「
ス
ト
ー
ム
サ
ー
ジ
パ
リ
ア

ー
」
の
３

つ
の
代
替
案
を
加
え
た
運
営
案
が
検
討
さ

れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
水
門
を
開
け
る
幅
と
期
間
が
違

う
。

現
在
の
管
理
方
法
で
は
水
門
は
常
に
閉
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
「プ
ロ
ー
ク
ン
タ
イ
ド
」
と

「
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
タ
イ
ド
」
で
は
川
の
流
工
が
少
な
い
時
に
は
潮
の
侵

入
を
防
ぐ
た
め
に
水
門
が
閉
じ
ら
れ
る
。
「
ス
ト
ー
ム

サ
ー
ジ
バ
リ
ア
ー

」
で
は
水
門
は
常
に
開
け
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
代
督
案
は
社
会
的
、

経
済
的
な
見
地
か

ら
だ
け
で
な
く
、

形
態
学
、

水
文
学
的
、

科
学
的
、

生
態

学
的
な
見
地
か
ら
も
調
査
さ
れ
た
。

飲
み
水
の
生
産
、

農

業
用
水
、

漁
業
、

船
舶
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
産
業
。

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
鵬
輸
さ
れ
、

マ
イ
ナ
ス
面
が
明

確
に
さ
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
は
、

補
償
対
策
が
検
討
さ

れ
、

そ
の
特
長
や
コ
ス
ト
も
明
確
に
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、

側
水
門
を
で
き
る
だ
け
開
け
る
こ
と
に
よ
り
、

河
ロ

に
お
け
る
維
持
可
能
な
生
態
系
の
発
展
を
最
大
限
に
促

進
で
き
る
。

そ
の
点
で
は

「ス
ト
ー

ム
サ
ー
ジ
パ
リ
ア

ー
』
体
制
が
野
生
生
物
や
環
境
に
と
っ
て
は
最
も
良
い
。

０

３

つ

の
代

替

案

の

マ
イ

ナ

ス

面

は
、

補

償

対
策

に
よ

っ
て
相

殺

で
き

る
が
、

そ

の

コ
ス
ト

は

「
ス
ト
ー

ム

サ

ー
ジ

バ

リ

ア
ー

」

が

最

も
高

価

で
あ

る
。

と

い
う

２

つ
の
結

論

に

連

し

た
。

す
な
わ
ち
、

全
門
開
放
が
望
ま
し
い
が
、

そ
の
た
め

の
予
算
を
現
段
階
で
は
準
備
で
き
な
い
と
い
う
現
実
で

あ

っ
た
。

そ
こ
で
、

生
態
系
の
再
生
、

経
済
面
一
補
償

問
題
な
ど
を
す
べ
て
考
慮
に
入
れ
て
そ
の
思
意
を
考
え

る
と
、
「
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
タ
イ
ド
」
に
よ
る
運
営
が
好

ま
し
い
と
し
て
選
ば
れ
た
。

こ
の
案
で
は
、

９５
％
時

に
お
い
て
水
円
の
３
分
の
１
が
開
い
て
い
る
状
態
と

な
る
。

Ａ
Ｉ
リ
ー
ン
グ
フ
リ
ー
ト
が
再
び
汽
水
域
と
な

り
、

ハ
ー
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
湾
や
、

ホ
ラ
ン
ズ

・
デ
ィ

―
プ
湾
（
ビ
ー
ズ
ボ
ス
湿
地
に
潮
の
活
動
が
戻
れ
ば

河
回
の
生
態
系
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

回
遊
魚
も
再
び
河
口
を
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
る

だ
ろ
う
。

し
か
し
、

農
業
用
水
や
飲
み
水
の
生
産
を
続
け

る
た
め
に
は
Ａ
Ｉ
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
に
お
け
る
取
水
回

は
も
っ
と
上
流

へ
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
ラ

イ
ン
川
の
流
工
が
少
な
い
時
に
は
潮
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
に
水
門
は
閉
め
切
ら
れ
る
。

た
だ
、

こ
れ
は
年
間
を
通

し
て
２。
日
ほ
ど
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

船
舶
の
た

め
の
水
量
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

波
渫
を
し
て
船
が
通

れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
現
在
の
固
定
式

の
機
構
を
浮
遊
式
の
も
の
に
取
り
替
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
イ
ド
」
が
選
択
さ
れ
た
の
は
、

淡

水
か
ら
汽
水
域
に
少
し
ず

つ
変
え
て
い
こ
う
と
い
う

目
的
に
合
致
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。

ま
た
現
在

の
運
営
法
と
比
較
す
れ
ば
、

潮
の
活
動
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
、

八
―
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
湾
や
ホ
ラ
ン
ズ

・

デ
ィ
ー
ブ
湾
の
ヘ
ド
回
の
堆
積
は
減
少
す
る
だ
ろ
う
。

そ
し

て
長

い
目

で
見

れ
ば
、

こ
れ
は
か
な
り

治
水
の
た
め
の
波
渫

の
費
用
を
減
ら
す
こ
と
に
な

る
。

も
し
現
在

の
運
営
法
が
続
け
ら
れ
れ
ば
、

没

渫

に
か

な

り

の
費

用

が

か
か

り

続

け

る

の
だ
。

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
イ
ド
」
体
制
を
確
立
す
る
た
め

に
、

３
段
階
の
手
順
を
踏
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

段

階
ご
と
の
や
り
方
を
採
択
し
た
の
は
、

河
回
に
お
け
る

塩
分
と
潮
の
活
動
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。

水

門
を
開
く
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
２
０
０
５
年
、

こ
の
体

制
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
の
は
２
０
１
５
年
と
さ
れ

た
。

そ
し
て
次
の
段
階
に
進
む
時
に
は
そ
の
つ
ど
、

意

志
決
定
の
手
続
き
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

関
係
者
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
点
だ
。

八
―
リ

ン
グ
フ
リ
ー
ト
河
口
堰
の
代
替
案
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
は
、

私
が
働
い
て
い
る
省
と
良
葉
自
然
管
理
漁
兼
賀

そ
し
て
２
つ
の
州
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、

さ
ら
に
市
民

の
水
委
員
△【

水
供
給
会
社
、

農
業
団
体
（
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
自
然
保
護
団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
常
に
相
談
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
。

そ
の
お
か

壌 nRYuS

あなたの愛と関心を少しだけ
自然環境に注いで下さい

塚勿易夕[%瘍クノ/
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げ

で
当
初

は

こ
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
反
対

し

て
い
た
人
々

の
態
度
も
軟
化

し
、

条
件
付
き

で
賛
同
し
て
く
れ
た

の
だ
。

周

辺
住

民
に
対
し

て
は
、

代
替
案

の
導

入
時

に
予
想
さ

れ

る
結
果
が
地
域

の
新

聞
に
よ

っ
て
詳

し
く
説

明
さ

れ
、

夕
方

の
情
報
公
開
ミ
ー

テ

ィ
ン
グ

で
は
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。

そ
れ
を
何
度
も
や

っ
た

の
だ
。　

一
般

紙
や
テ
レ
ビ

で
も
報
道
さ
れ
、

環
境

ア
セ
ス
メ

ン
ト
が
終

了
し
た
後
も
そ

の
よ
う
な
情
報

公
開

の
努
力

は
続
け
ら
れ

た
。

こ
の
計
画
の
最
初
の
段
階
を
実
施
す
る
の
に
、

お

よ

そ
３
２
０

０

万

ユ
ー

回

（
２
８
０
０

万
Ｕ
Ｓ

ド

ル

・
約

３‐
億

円
）

と

い
う
大

金
が
必

要

と
な

る
。

そ
の
支
出

の
ほ
と
ん
ど
が
飲
み
水
と
農
業
用

水
の
移
転
費
用
だ
。

我
々
の
税
金
を
使

っ
て
こ
の
よ

う
な

こ
と
を
す
る
わ
け
だ
か
ら
、

国
会

で
の
審
議

が
い
か
に
大
変
だ

っ
た
か
想
像
で
き
る
か
と
思
う
。

水
門
の
操
業
体
制
を
変
え
る
た
め
の
決
定
に
た
ど
り

着
く
た
め
に
は
随
分
時
間
を
費
や
し
た
。

か
つ
て
Ａ
Ｉ

ぜ
、

リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
を
淡
水
化
し
よ
う
と
選
択
し
た
人
々

に
と
っ
て
は
、

そ
う
簡
単
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

以
前
に
出
さ
れ
た
決
定
を
修
正

も
し
く
は
改
訂
す
る
時
に
は
、

多
く
の
議
論
と
情
報
の

公
開
、

そ
し
て
さ
ら
に
は
政
府
当
局
な
ど
に
お
い
て

新
た
な
人
材
の
登
用
と
い
っ
た
も
の
が
必
要
だ
ろ
う
。

中
で
も
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は

「市
民
と
の
対
訂

だ
。

現
時
点
で
は
、

八
―
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
水
門
が
少

し
開
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
２
０
０
８
年
に
な
る

だ
ろ
う
。

中
央
政
府
の

「公
共
事
業

・
水
管
理
省
」
お

よ
び

「農
業

「
自
然
省
」、
地
方
自
治
体
の
南
オ
ラ
ン
ダ

県
が
、

お
互
い
に
協
約
■
に
署
名
を
し
て
計
画
の
実
行

を
正
式
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
は
２
０
０
４
年
１２
月
の

後
半
に
な
る
。

計
画
が
３
年
遅
れ
に
な
っ
た
主
な
理
由
は
、

第
二

者
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
補
償
に

よ
っ
て
２
０
０
１
年
と
２
０
０
２
年
の
事
業
支
出
が
大

幅
に
上
昇
し
た
こ
と
だ
。

新
し
い
議
会
と
経
済
の
低
迷

に
よ
り
、

環
境
問
題
に
対
す
る
国
家
レ
ベ
ル
で
の
政
治

的
関
心
が
後
退
し
、

各
省
は
予
算
を
３
５
０
０
万
ユ
ー

□
ま
で
削
減
し
た
。

南
オ
ラ
ン
グ
県
は
政
治
的
な
盛
り

上
が
り
を
高
め
る
こ
と
を
率
先
し
て
行
な
う
よ
う
、

ま

た
淡
水
取
水
回
の
補
償
の
代
替
案
を
準
備
す
る
よ
う

に
求
め
ら
れ
た
。

我
々
は
現
在
、

単
機
能
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
代
わ
り
に
淡
水
の
運
河
、

湿
地
帯
、

貯
水
池
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
な
ど
を
持
っ
た
多
機
能

の
水
路
の
計
画
を
持
っ
て
い
る
。

計
画
が
３
年
遅
れ
た
こ
と
は
良
く
な
い
ニ
ュ
ー
ス

の
よ
う
に
見
え
る
が
、

よ
か
っ
た
こ
と
は
統
合
的
な

計
画
を
持
っ
た
こ
と
、

地
域
や
共
同
出
資
す
る
ほ
か

の
関
係
者
と
の
連
帯
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ

と
思
う
。

写真=伊 藤孝司

マイクロJばス事「可店

二重県長島町河回堰東岸 1号線近く

「なばなの里」となり
フリーダイヤル0120口42‐0175

カンパのお願い
1988年 に河日程の建設が始まった時、私違は
'最

後の川
`の

ために立ち上がりました。閣高
佐おヽ 会長を務めました。
95年 7月にゲートが閉じられても、私違は

それを上げる■動を続けてきました。
いま、来年3月末に三二県水連用水が水利権
切れというチャンスを迎えています。
資金嬢の中でもう一度、かつてお出しして

いた仲間の皆さん金員にネットワークをお送
りします。長良111を絞うことに力を受してく
ださい。「長良'略の救済,が 、21世 紀の日本
のあり方を示すモデルになると密じています。

E'長
良,11撤済

"

のための緊急シンポジウム

111月itイ1日(月)
時間*9i40～ 12:10

場所米三重県桑名郡長島町公民館

主催*民 主党/

長良川河口堰建設をやめさせる市民会議

特別議演ネ 「オランダは何故、八一リングフリート河口堰

をあけるのか」Hugo Coops博 士
r河口堰の水はいらないJ

在間正史 (弁護士)

開発美佐子 (亀山市民)

杉江節子 (常滑市民)
「̀政

治
・
がなすべき解決J

大森恵 (柔名市議会議員)
rt彼害

・
は

4軽
微

・
ではなかったど

服部英夫 (長良川中央漁協)な ど
r長良サ11河田堰のゲートを隠旗せよ」 ‐

天野ネし子 (「長良川河日堰建設をやめさせる市民会議」代表)

お問い合わせ        ―    ‐

長良川河口堰建設をやめさせる市民会議

TEL*058-272‐ 8495

“

ダ ム 撤 去

"へ

の 道
天野礼子編著 東 京書籍発行 本 体価格 1800円 +税
(東京書籍 03‐5390B7531)

主な内啓

◇カナダの自然再生一海が森を育てていた―(日本初のレポート)
◇アメリカ、欧州のダム撤去の潮流

◇日本のダム徹去候補ワースト4

◇ダム触去と公共事業の変革(五十出敬ど)
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長
良
川
河
口
堰
運
用
に
よ
る

生
態
系
の
変
化
と
水
の
危
険
性

岐
阜
大
学
地
域
科
学
部

は租
公
工
ぷ
郎
栄
長
良
川
下
流
域
生
物
相
調
査
団
）

Ｅ
汽
水
域
の
消
滅

汽
水
域
は
、

淡
水
と
海
水
が
、

周
期
的

（干
満
、

大
潮
～

小
潮
）
か

つ
動
的

（鉛
直
方
向
の
塩
分
濃
度
勾
配
～
水
平
方
向

の
波
度
勾
配
）
に
混
合
し
、

多
様
な
環
境
を

つ
く
り
、

面
積
あ

た
り
の
生
物
の
種
と
工
は
地
球
上
で
も
有
数
で
あ
る
。

河
口
堰

に
よ
り
海
水
の
湖
上
は
完
全
に
阻
止
さ
れ
、

軽
い
淡
水
は
十
分

混
合
す
る
こ
と
は
な
く
上
層
を
形
成
し
、

正
層
の
海
水
と
境
を

画
す
こ
と
に
な
る
。

そ
の
結
果
、

堰
の
下
流
で
は
低
層
の
溶
存

酸
素
が
著
し
く
低
下
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
な

ど
の
汽
水
性
動
物
に
壊
滅
的
打
撃
を
あ
た
え
、

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

は
浅
瀬
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
死
に
絶
え
た
。

さ
ら
に
、

底
部
で

常
時
生
ず
る
逆
流
は
、

有
機
物
を
含
む
土
砂
を
堰
に
向
か

っ
て

運
び
、

堆
積
さ
せ
る
。

底
生
動
物
は
ほ
と
ん
ど
が
死
に
た
え
て

お
り
、

有
機
物
の
消
費
者
も
無
く
、

堆
積
し
、

腐
敗
し
、

ヘ
ド

ロ
と
な

っ
て
い
る
。

日
導
梶

長
良
川

の
リ

ン

・
窒
素
濃
度

は
、

岐
阜
市

（
河

日
か
ら

５
０
ｋ

ｍ
）
を
越
え
た
あ
た
り
か
ら
著
し
く
上
昇
す
る
事
が
知

ら
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、

河
□
堰
に
よ
り
流
れ
が
停
滞
し
、

京
類
の
大
発
生
が
線
り
返
さ
れ
た
。

今
ま
で
報
告
の
無
か

っ
た

ア
オ
コ
の
発
生
も
し
ば
し
ば
と
な
っ
た
。

王
期
に
温
度
躍
膚
が

形
成
さ
れ
、

川
底
が
無
酸
葉
状
態
に
な
る
現
象
も
確
認
さ
れ
た
。

堰
の
上
流
の
川
底
に
も

ヘ
ド
ロ
が
堆
根
し
始
め
、

メ
タ

ン
ガ

ス
の
発
生
も
頭
書
に
な

っ
た
。

天
然
の
浄
化
装
置

で
も
あ

っ

た
ヨ
シ
原
は
、

河
口
堰
と
関
連
の
工
事
で
約
３
０
０
ｈ

ａ
か
ら

１
０
０
ｈ

ａ
ほ
ど
に
減
少
、

そ
の
後
も
失
わ
れ
続
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、

最
近
指
摘
さ
れ
始
め
て
い
る
の
が
、

松
の
枯
死
で
あ

る
。

撮
斐
川
と
分
流
し
た
堤
に
は
松
が
植
え
ら
れ
、

か
つ
て
こ

の
難
工
事
を
行

っ
た
薩
摩
君
士
を
偲
ぶ

「千
本
松
原
」
が
維
持

さ
れ
て
い
る
。

湛
水
に
よ
る
形
客
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い

が
、

雪
菖
な
史
跡
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な

っ
て
い
る
。

回
回
道
魚
害
の
過
過
匠
書

ア
ユ
の
総
漁
獲
量
は
、

過
去
、

永
き
に
わ
た
り
放
流
漁
獲
エ

（キ

）
を
は
る
か
に
上
回

っ
て
お
り
、

両
者
の
差
は
天
然
ア
ユ
の

漁
獲
■
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

河
回
堰
運
用
の
１
９
９
５
年
以

後
は
、

両
者
の
グ
ラ
フ
は
逆
転
し
、

天
然
ア
ユ
の
推
定
漁
獲
分

が
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。

漁
獲
■
そ
の
も
の
も
減
少
し

続
け
て
い
る

（図
１
）
。

本
流
に
ダ
ム
の
無
か

っ
た
長
良
川
は
、

天
然
の
サ
ツ
キ
マ
ス

（降
海
型
ア
マ
ゴ
）
が
上
る
数
少
な
い
清

流
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

そ
の
漁
生
工
も
最
低
値
を
更
新
し
て

い
る

（図
２
）。

回
漁
葉
、

観
光
へ
の
マ
イ
ナ
ス
効
果

堰
上
流
で
も
、

徐
々
に
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
が
減
り
、

や
が
て
、

放
流
し
た
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
さ
え
獲
れ
な
く
な

っ
た
。

さ
ら
に
、

決
水
性
の
マ
シ
ジ
ミ
さ
え
も
激
滅
し
て
き
た
。

す
く
い
上
げ
ら

れ
る
の
は
ゴ
ミ
ば
か
り
で
、

長
良
川
の
川
底
は
、

シ
ジ
ミ
の
生

忠
で
き
る
環
境
で
は
な
く
な

っ
た
。

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
、

モ
ク
ズ

ガ

ニ
、

テ
ナ
ガ

エ
ビ
な
ど
も
消
滅
か
厳
し
い
減
少
を
示
し
て
い

る
。宮

内
庁
の
れ
匠
に
よ

っ
て
執
り
行
わ
れ
る
、

１
，

３
０
０

年
の
伝
統
を
簿
る
長
良
川
鶏
飼

い
の
凋
落
は
め
ざ
ま
し
い
。

岐

阜
市
の
長
良
河
畔
に
あ
る
ホ
テ
ル
街
は
、

次
々
に
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。

回
新
た
に
発
生
し
た
歓
料
水
の
懸
念

知
多
半
島
で
は
水
道
水
が

「臭
い
、

刺
す
よ
う
な
味
」
と
言

わ
れ
、

本
曽
川
の
水
に
戻
す
よ
う
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

河
田
部
に
は
下
水

・
廃
水
、

汚
水
が
そ
そ
ぎ
込
み
、

■
栄
理
化

し
た
水
に
は
衷
類
が
発
生
す
る
な
ど
、

飲
用
と
す
る
に
は
危
険

な
要
素
が
多
い
。

ア
オ
コ
を
形
成
す
る
薬
類
の
を
素

（ミ
ク
ロ

チ
ス
チ
ン
）
や
、

塩
素
に
よ

っ
て
発
生
す
る
ト
リ
八
ロ
メ
タ
ン

に
は
発
癌
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

水
道
水
の
汚
染
で
集
団
下

痢
症
を
引
き
起
こ
す
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム

（原
虫
）
は
直

接
蛇
回
ま
で
到
連
す
る
。

さ
ら
に
、

内
分
泌
鋭
乱
化
学
物
質
が

ほ
と
ん
ど
の
河
川
の
下
流
部
で
検
出
さ
れ
る
こ
と
は
、

今
や
常

識
と
な

っ
て
い
る
。

私
連
の
調
査
で
も
、

長
良
川
の
水
か
ら
明

瞭
な
女
性
ホ
ル
モ
ン
様
作
用
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う

し
た
、

危
険
性
が
不
可
避
な
河
田
部
に
貯
め
た
水
を
飲
用
に
用

い
る
こ
と
は
、

人
通
的
に
も
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

Ｅ
デ
ー
ト
開
放
に
よ
り
回
復
が
予
想
さ
れ
る
項
目

堰
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
物
理
的
変
化
は
、

ゲ
ー
ト
開
放

に
よ

っ
て
消
滅
し
て
ゆ
く
。

ま
た
、

流

れ
の
回
復
は
家
類
大
発
生
の
重
要
条
件

を
抹
消
す
る
。

回
遊
魚
の
逝
上
、

降
下

は
理
論
的
に
は
障
き
が
消
滅
す
る
。

新

た
な

ヘ
ド
回
の
堆
槙
は
な
く
な
る
。

堰

運
用
に
よ
る
変
化
が
急
激
で
あ

っ
た
と

同
じ
よ
う
に
撤
去
に
よ
る

「効
果
」
も

劇
的
で
あ
る
。

し
か
し
、

生
物
資
源
が

回
復
で
き
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
。

堰

の
上
下
流
底
質
は
ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
の

生
息

に
不
具
合
な
状
態

に
あ
り
、

早

急
な
回
復
は
望
め
な
い
。

し
か
し
、

秒

６
．

０
０
０
甫
に
も

の
ば

る
出
水
が

あ
れ
ば
、

ヘ
ド
ロ
の
上
に
砂
地
が
回
復

す
る

（１
９
９
９
年

９
月
１５
日
の
場

曇A,1グ ラズ タ タインⅢⅢ上R,

合
）。
そ
の
後
は
、

撮

斐
川
な
ど
の
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
を
放
流
す
れ
ば
、

定
着
は
可
能
と
予
測
さ

れ
る
。

ア
ユ
、

サ
ツ
キ
マ
ス

は
こ
の
部
分
を
通
過
す

る
に
過
ぎ
ず
、

遡
上
可

能
な
生
物
資
源
が
残
存

し
て
さ
え
て
い
れ
ば
数

年
か
ら
十
数
年
で
か
な

り
の
回
復
が
期
待
で
き

る
。堰

の
開
放
に
よ
り
、

水
位
の
高
低
差
が
再
び

２

ｍ
以
上
に
お
よ
ぶ
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、

ヨ
シ
の
生
吉
に
好

条
件
を
与
え
る
。

移
植
等
も
含
め
れ
ば
、

比
較
的
回
復
は
早
い

と
予
想
さ
れ
る
。

松
の
枯
死
が
、

沈
水
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

新
た
な
発
生
は
大
幅
に
減
少
す
る
。

口
塩
書
の
対
策

海
水
の
沸
上
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
下
水
に
塩
水

が
浸
透
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
が
粘
土
目
を
下

か
ら
越
え
て
田
畑
に
入
る
可
能
性
は
無

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

日
畑
に
上
流
か
ら
淡
水
を
流
し
た
り
、

堤
防
に
沿

っ

て
水
路
を
造
っ
た
り
、

安
価
で
多
様
な
塩
書
対
策
は
可
能
で
あ

る
。

こ
の
地
域
の
塩
書
発
生
は
、

伊
勢
湾
台
風

（１
９
５
９
年
）

の
被
書
に
よ
り
、

作
付
け
面
積
９
０
０
～
１

６

ｏ
Ｏ
ｈ

ａ
に

対
し
て
、

２。
～

勺
ｈ

ａ
と
最
高
を
記
録
し
た
。

そ
の
後
は
ご

く
限
ら
れ
た
範
囲
に
留
ま
っ
て
い
る
。

同
率
の
塩
書
が
高
須
輪

中
に
及
ぶ
と
す
る
、

有
り
得
そ
う
に
な
い
想
定
に
立

っ
た
と
し

て
も
、

年
１
．

２
０
０
～
ｌ
，

４
０
０
万
円
程
度
の
被
き

で

あ
る
。

年
間
の
堰
運
用
費
や
補
修
■
に
比
べ
て
、

は
る
か
に
少

額
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
う
し
た
危
険
の
予
測
さ
れ
る
田
畑
を
買

い
取
り
、

湿
地
、

氾
濫
源
の
再
生
に
当
て
る
方
策
も
検
討
に
値

す
る
。

北
伊
勢
工
業
用
水
の
取
水
口
を
、

塩
分
の
混
じ
ら
な
い
上
流

に
す
げ
替
え
る
。

ま
た
、

飲
用
水
は
、

河
田
部
の
水
に
頼
ら
ず
、

第

一
義
的
に
中

・
上
流
で
の
取
水
し
た
も
の
を
当
て
る
。

回
ヘ
ド
ロ
の
中
の
有
書
化
学
物
質

ヘ
ド
回
は
厄
介
な
問
題
で
あ
る
。

長
良
川
の
底
質
の
ビ
ス
フ

ェ
ノ
ー

ル
Ａ
の
測
定
値
を
図
３
に
示
す
。

ビ

ス
フ
エ
ノ
ー

ル

Ａ

こ
雷

は
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
仲
間
に
含
ま
れ
、

ダ
イ
オ
キ
シ

ン
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
と
同
じ
く
水
に
溶
け
ず
、

懸
濁
物
質
と
し
て
、

流
速
の
遅
く
な
っ
た
面
所
で
沈
殿
し
、

ヘ
ド
ロ
に
混
入
す
る
。

河
□
堰
直
上
で
は
む
し
ろ
低
い
値
に
な

っ
て
く
る
。

さ
ら
に
、

重
金
属
も
測
定
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（注
１
）
放
流
漁
獲
工

一
漁
獲
高
に
占
め
る
放
流
部
分
の
推
定

値
。

具
体
的
に
は
放
流
■
を
１０
倍
し
た
毛

（注
２
）
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト

（プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
の
原
料
で
、

製
品
か
ら
も
溶
け
出
す
。

ほ
乳
び
ん
や
ス
チ
ー

ル
缶
の
内
張
に

使
わ
れ
る
。

生
殖
、地

区
噴
免
疫

へ
の
影
響
示
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
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